




した。その結果、銅濃度が高い環境になると、CA 遺伝子クラスターは細胞核内側から核膜近

辺の外側に移動することが明らかになりました。一方、CRWN 変異体では、この移動が見ら

れなくなりました。このことから、CA 遺伝子の空間ポジションが内側から核膜近傍に変化す

ることで、CRWN と結合して CA 遺伝子の転写が行われ、銅耐性を示すことがわかりました

（図２）。これらの結果から、植物の核膜付近には、CRWN を基盤とした転写活性化領域が

あると推測しています。 
今回の研究成果は、遺伝子の空間配置を変化させて遺伝子を発現させる分子メカニズム研

究の突破口を開くとともに、従来の遺伝子発現制御に空間配置の概念を導入した画期的な発見

と言えます。CRWN と相同的な機能を持つラミンは動物に広く存在することから、動植物を

問わず、新しい遺伝子発現制御法の開発につながると期待されます。また、遺伝子の空間配置

を制御するという概念を導入することで、環境変化に強い農作物を開発する新しい分子育種に

貢献することが期待されます。 
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６．用語解説：  

（注１）遺伝子の空間配置 

遺伝子は 3次元的に折りたたまれて細胞核に収納されている。折りたたまれたままでは遺伝子発現

ができないので、遺伝子発現の時には、折りたたみ構造が解かれたり、細胞核内の位置を変えたり

することが知られている。しかし、遺伝子の空間配置の制御システムは未解明なままである。 

 

（注２）CRWN（クラウン） 

植物の細胞核を裏打ちするタンパク質である。正式名称は CRWDED NUCLEI。CRWNタンパク質

https://www.nature.com/articles/s41467-020-19621-z


（注５）ChIL 法 

クロマチン挿入標識  Chromatin Integration Labeling のこと。タンパク質が結合する DNA 領域

を決定する手法 である。 

 
（注６）FISH 法 
蛍光 in situ hybridization (Fluorescence in situ hybridization)のこと。細胞核や染色体の中に含まれ

る特異的な DNA をハイブリダイゼーションにより可視化する方法である。 
 
７．添付資料：  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 超解像顕微鏡により明らかになった核膜における CRWNタンパク質の局在 

左の写真はシロイヌナズナの細胞核を示す。


